生活衛生豆知識№40

小学校でのジャガイモ食中毒
毎年、小学校において理科の実習あるいは学級畑で栽培されたジャガイモを食べて、植物性自然毒であるソラニン類によって食中毒が発生しています。そこで、２０００年以降の事故概要、発生原因、防止対策をまとめました。
事故事例

	年　月
	概　　　　　　　　　　　　　　　　　要

	2000.7
	神奈川県藤沢市の小学校６年生　児童93名中63名発症　メークイン　畑が粘土質で深く耕作されず成長とともに一部が地表にあらわれ、台風の大雨で表土が流失。

	2000.7
	広島県廿日市市の小学校６年生１クラス　35名中児童26名発症　メークイン　比較的やせた学校農園、収穫されたものは小型（親指大）から中型40ｇ程度であり、緑化や発芽は見られなかった。他のクラスでは発症は無かった。

	2001.9
	栃木県塩谷郡 の小学校５・６年生　児童39名中17名発症　メークイン　２週間前に収穫されたものでビニール袋に入れ保管していたが、むれたのでベランダで直射日光にあてて乾かせていた。

	2003.7
	東京都江戸川区の小学校　32名中6名発症　男爵　いずれも10 ～20ｇ程度の小型のイモで、発芽は認められなかったが、皮ごと6～10個食べていた。

	2004.6
	兵庫県姫路市の小学校３年生４クラス　児童140名中74名発症　メークイン　児童

が「苦い」といったことから未熟ものも摂食した可能性があった。ソラニン類として19.2～24.0mg程度を摂取したと推定された。

	2005.7
	茨城県日立市の小学校６年生　81名中46名発症　メークイン　約30cm間隔で植え、肥料なし、散水のみで栽培。ほとんどがピンポン玉の大きさ

	2006.7
	東京都江戸川区の小学校6年生　児童・教職員123名中7７名発症　メークイン　理科の実習　水やり以外はほとんど管理していなかった。十分に成熟する前に収穫、大半が約10ｇ程度の小型や約25ｇの中型の未熟なイモであった。

	2006.7
	栃木県下野市の小学校５・６年生　児童・教諭29名全員発症　きたあかり　学校の畑で収穫

	2006.7
	新潟県新潟市の小学校６年生　35名中17名発症　品種は不明だが多分男爵　直径3cm位　理科の実習

	2006.12
	長野県北佐久郡の小学校３年生　児童32名中17名発症　メークイン　ゴルフボール大　調理実習　芽は除去したが、緑色に変色した皮は除去せずに茹でて食べた。

	2007.7
	奈良県北葛城郡の小学校６年生　42名(6グループ)中５名（１グループ）発症　同一のジャガイモを食べた教員は発症していない。


発生原因

小学校で児童が栽培する場合、肥料不足、過密栽培、土寄せ不足になりがちで、小さく未熟なものが収穫され、一部は緑色になっている。

ジャガイモの緑化した表皮や芽だけでなく、未熟なものや緑化した可食部にもソラニン類が含まれている。東京都の調査で、ソラニン類は調査した品種の中でメークインが一番多く含まれていた。

事故防止対策

　１）元肥料を十分に入れる。新学期に直ぐに植えつけるのであれば、３月中に入れて耕す。

　２）過密栽培を避ける。土寄せが出来るようにウネ間を十分にとる。

　３）栽培中に十分に土寄せをして、イモが成長しても直射日光に当たらないようにする。

４）ソラニン類が多いとされるメークインを、なるべく男爵などほかの品種に変える。

　５）ベランダのような直射日光に当たるところで乾かさない。

　６）未熟なもの、小さいもの、緑化したものは食べない。
７）「苦い」と感じたら直ちに食べるのを止める。          　   2008. 2. 29　Ｋ.Oikawa









